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地 方 交 付 税 21 億 7947 万円 18 億      839 万円 83.0％

町 税 6億      639 万円 3億 7471 万円 61.8％

繰 入 金 4億 2734 万円 0円 0.0％

町 債 3億 8960 万円 0円 0.0％

国 庫 支 出 金 1億 6631 万円 1127 万円 6.8％

使用料及び手数料 1億 5631 万円 5039 万円 32.2％

道 支 出 金 1億 4728 万円 2400 万円 16.3％

地 方 譲 与 税 1億 2200 万円 3519 万円 28.8％

分担金及び負担金 9120 万円 2490 万円 27.3％

地方消費税交付金 6200 万円 3789 万円 61.1％

そ の 他 1億 6311 万円 1億 9985 万円 122.5％

総 務 費 12 億 1598 万円 5億 1618 万円 42.4％

公 債 費 9億 4568 万円 4億 8612 万円 51.4％

教 育 費 5億 1125 万円 2億 2324 万円 43.7％

諸 支 出 金 3億 7551 万円 0円 0.0％

民 生 費 3億 5046 万円 1億 4145 万円 40.4％

農 林 水産業費 2億 9666 万円 3975 万円 13.4％

土 木 費 2億 3306 万円 6463 万円 27.7％

消 防 費 2億 1757 万円 1億 2956 万円 59.5％

衛 生 費 2億 1541 万円 5830 万円 27.1％

議 会 費 6168 万円 2743 万円 44.5％

商 工 費 4475 万円 2568 万円 57.4％

災 害 復 旧 費 2336 万円 1689 万円 72.3％

予 備 費 1964 万円 0円 0.0％
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（特定事業を行うため、一般会計とは別に設けた会計）

　

こ
の
財
政
事
情
の
公
表
は
、
本
町
の
財
政
状
況
を
町
民

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
２
回
定
期
的
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回
は
平
成
20
年
度
の
各
会
計
に

つ
い
て
、
平
成
20
年
９
月
30
日
現
在
の
予
算
の
執
行
・
財
産
・

町
債
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

0 5 億円 10 億円 15 億円

予算額

支出済額

20 億円 25 億円

一般会計 歳出の執行状況

一般会計 歳入の執行状況

予 算 額

収入済額

支出済額

9億  7008 万円

3億 7880 万円

   3 億 8283 万円

予 算 額

収入済額

支出済額

6億 2760 万円

9373 万円

1億 2033 万円

予 算 額

収入済額

支出済額

4億 8600 万円

2億 1019 万円

   1 億 9248 万円

予 算 額

収入済額

支出済額

2億 4707 万円

3382 万円

1億    723 万円

予 算 額

収入済額

支出済額

2億    301 万円

7202 万円

   9535 万円

予 算 額

収入済額

支出済額

8837 万円

1億 1956 万円

8562 万円

予 算 額

収入済額

支出済額

6966 万円

1883 万円

1971 万円

特別会計 予算の執行状況

会
計
間
流
用
の
状
況

（
一
般
会
計
か
ら
各
特
別
会
計
へ
一
時
的
に
融
通
）

一

般

会

計

０
円

一
時
借
入
金
の
状
況

土 地

山 林

牧 野

各種公共施設等

そ の 他

31,511,029 ㎡

14,438,767 ㎡

8,242,171 ㎡

6,711,463 ㎡

2,118,628 ㎡

建 物

公 営 住 宅

学 校

教職員・職員住宅

そ の 他

101,974 ㎡

20,044 ㎡

24,184 ㎡

5,127 ㎡

52,619 ㎡

基 金 （ 貯 金 ）

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

33 億 3881 万円

11 億 3442 万円

2億 2721 万円

各公共施設整備基金

そ の 他

7億     400 万円

12 億 7318 万円

財産の状況

起債（借金）の状況

予算の執行状況予算の執行状況

03 億円6億円9億円

予算額

支出済額

12 億円15 億円
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指標名

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

佐呂間町の比率
（平成 19 年度決算）

早期健全化
基準

財政再生
基準

－

－

１３．４％

－

１５．０％

２０．０％

２５．０％

３５０．０％

２０．０％

４０．０％

３５．０％

　

都
道
府
県
や
市
町
村
の
財
政
を
適
正
に
運

営
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
地
方
公
共
団

体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
健
全

化
法
）」
が
平
成
19
年
６
月
に
公
布
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
19
年

度
決
算
に
係
る
健
全
化
指
標
と
し
て
「
実
質

赤
字
比
率
」「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」「
実
質

公
債
費
比
率
」「
将
来
負
担
比
率
」
の
４
指
標

及
び
公
営
企
業
会
計
に
係
る
「
資
金
不
足
比

率
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　佐呂間町の平成19年度決算に基づく健全化判断比率は算定の結果、

いずれの指標についても早期健全化基準を下回る見込みです。

　なお、平成 20年度決算からは、指標のうち一つでも、早期健全化

基準を超えれば自主的な改善努力による財政健全化として「財政健全

化計画」を策定し、議会の議決が必要となります。さらに将来負担比

率を除く３指標のうち財政再生基準に達するものが一つでもあれば、

国の関与による確実な再生として「財政再生計画」を策定し議会の議

決を経て、総務大臣と協議し同意を求めることとなります。

健全化判断比率

備考／実質赤字比率、連結赤字比率については赤字額がないため、ま

た、将来負担比率については、算定の結果比率が生じないことから「－」

としています。

　　

一
般
会
計
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、

財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示
す
の
が
「
実
質
赤

字
比
率
」
で
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を

差
し
引
い
た
額
（
実
質
収
支
）
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
比
率
で
あ
り
、
佐
呂
間
町
は

実
質
収
支
額
が
黒
字
と
な
る
こ
と
か
ら
比
率

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

平
成
19
年
度
／
13
・
４
％
（
平
成
18
年
度
／

14
・
６
％
）

　

借
入
金
の
返
済
額
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
額

の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、
資
金
繰
り
の
危
険

度
を
示
す
の
が
「
実
質
公
債
費
比
率
」
で
す
。

　

一
般
会
計
が
負
担
す
る
元
利
償
還
金
や
公

営
企
業
会
計
の
元
利
償
還
金
に
対
す
る
繰
出

金
な
ど
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

の
３
か
年
平
均
で
あ
り
、
18
％
を
超
え
る
と

起
債
す
る
た
め
に
国
の
許
可
が
必
要
と
な

　　

全
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を
合
算
し
、

地
方
公
共
団
体
全
体
と
し
て
の
赤
字
の
程
度

を
指
標
化
し
、
地
方
公
共
団
体
全
体
と
し
て

の
運
営
の
深
刻
度
を
示
す
の
が
「
連
結
実
質

赤
字
比
率
」
で
す
。

　

全
て
の
会
計
の
実
質
収
支
額
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
比
率
で
あ
り
、
佐
呂
間
町
は

全
会
計
に
お
い
て
実
質
収
支
額
が
黒
字
と
な

る
こ
と
か
ら
比
率
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
の
借
入
金

（
地
方
債
）
や
将
来
支
払
っ
て
い
く
可
能
性

の
あ
る
負
担
等
の
平
成
19
年
度
末
時
点
で
の

残
高
の
程
度
を
指
標
化
し
、
将
来
財
政
を
圧

　資金不足比率は、各公営企業会計ごとの資金不足額の事業規模に対

する比率であり、経営健全化基準（２０％）以上となった場合には、

経営健全化計画を定めなければなりません。

　佐呂間町の平成１９年度決算に基づく資金不足比率は次のとおり、

資金不足が生じた公営企業会計はないため、該当ありません。

備考／「歳入－歳出」が黒字となり、資金不足が生じていないため、「－」

としています。

特別会計の名称

簡易水道特別会計

公共下水道特別会計

資金不足比率 経営健全化
判断比率

－

－

２０．０％

２０．０％

　佐呂間町は、健全化判断比率及び
資金不足比率のいずれも早期健全化
基準及び経営健全化基準を下回る見
込です。

り
、
25
％
を
超
え
る
と
単
独
事
業
に
係
る
起

債
が
制
限
さ
れ
ま
す
。
佐
呂
間
町
は
元
利
償

還
金
の
減
少
な
ど
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
て

１
・
２
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
ま
し
た
。

迫
す
る
可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を
示
す
の

が
「
将
来
負
担
比
率
」
で
す
。
こ
の
比
率
が

高
い
場
合
、
将
来
こ
れ
ら
の
負
担
額
を
実
際

に
支
払
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

財
政
運
営
が
圧
迫
さ
れ
る
な
ど
の
問
題
が
生

じ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

佐
呂
間
町
は
、
将
来
負
担
額
に
対
し
て
控

除
で
き
る
基
金
の
額
や
地
方
債
残
高
に
係
る

地
方
交
付
税
措
置
額
の
合
計
が
大
き
い
た
め

将
来
負
担
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
将
来
負
担
比

率
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

公営企業に係る資金不足比率

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

▼
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ  

ザ  

交
通
事
故

手
を
あ
げ
て 

し
っ
か
り
み
よ
う 

み
ぎ
ひ
だ
り　

　

佐
呂
間
小
学
校
３
年　

大　

越　

彩　

加

▼
交
通
事
故
発
生
状
況
（
平
成
20
年
10
月
末
）

　

発
生　

９
件
（
△
１
件
）

　

死
亡　

０
人
（
±
０
人
）

　

傷
者　

11
人
（
±
０
人
）

　
（　

）
内
は
前
年
比

　

発
生
件
数
は
人
身
事
故
の
件
数

▼
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
運
動

　

８
０
０
日
（
11
月
26
日
現
在
）

　　　末年始は、公私ともにお酒を飲む機会が多くなるため、

　　　飲酒運転が原因の交通事故が多発する時期です。

　飲酒運転が危険なことは誰もが知っているはずですが、それ

でも後を絶たないのはなぜでしょうか？

　それはアルコールが人体に及ぼす影響を正しく認識していな

いからではないでしょうか。お酒は多くの場合、ストレスの解

消や人間関係を円滑にする効用を持っています。しかし、その

反面、飲酒による酩酊状態（脳の働きが麻痺された状態）で車

を運転して重大事故を起こしています。

　飲酒のもたらす様々な影響を正しく認識して、飲酒運転の「怖

さ」を改めて知る必要があります。

　　　　酒運転は、本人がこれくらいなら大丈夫と思っても、

　　　　確実に運転時に必要な感覚を鈍らせます。

　まず、理性や判断力が低下し、交通ルールを守ろうとする気

持ちが弱まり、一時停止や安全確認などを省きがちになり、ス

ピード感覚が鈍ります。そして、知覚感覚や運転機能が低下し

ていることの自覚がなくなり、事故を起こすことになってしま

います。

　飲酒運転には、さまざまなリスクがあり、何一つ良いことは

ありません。

　「飲んだら乗らない、乗るなら飲まない」を徹底しましょう。

昼間点灯で交通事故減少の効果 !
皆さんもぜひ参加してください。

飲酒運転の恐ろしさ

安
全
運
転
で

新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
！

年

飲



話
題
・
出
来
事
な
ど
皆
さ
ん
か
ら
の

情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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平成 20 年度「租税教育推進校等制度」受賞校

札幌国税局長表彰　佐呂間町立 佐呂間小学校

平成 20 年度「税の書道展」受賞者（８部門）

北見税務署長賞

金賞　佐呂間小学校４年生　　小　林　夢　奈　さん

銀賞　佐呂間小学校５年生　　佐々木　惟　那　さん

銅賞　佐呂間小学校３年生　　我　満　怜　央　さん

銅賞　若佐小学校５年生　　　鎌　野　稜　子　さん

佐呂間町長賞

金賞　若佐小学校３年生　　　佐々木　百　加　さん

銀賞　佐呂間小学校４年生　　小　林　聖　奈　さん

銅賞　若佐小学校６年生　　　小　西　穂乃果　さん

銅賞　佐呂間小学校３年生　　上　杉　彩　萌　さん

網走支庁北見道税事務所長賞

金賞　佐呂間小学校６年生　　佐々木　佑　育　さん

銀賞　佐呂間小学校５年生　　本　間　彩　花　さん

銅賞　佐呂間小学校４年生　　今　井　千　尋　さん

銅賞　浜佐呂間小学校３年生　今　地　孝　樹　さん

　

平
成
20
年
度
の
『
税
を
考
え
る
週
間
』

に
お
い
て
、
税
に
関
係
す
る
各
機
関
及

び
団
体
等
の
各
部
門
賞
の
表
彰
式
が
、

11
月
11
日
に
佐
呂
間
コ
ミ
セ
ン
で
挙
行

さ
れ
、
保
護
者
や
学
校
関
係
者
な
ど
が

多
数
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
小
学
生
の
税
の
書
道
展
」
で
は
８
部

門
32
名
、「
中
学
生
の
税
の
作
文
」
で
は

２
部
門
２
名
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
佐
呂

間
中
学
校
の
堀
さ
ん
が
受
賞
作
品
を
発

表
し
表
彰
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
表
彰
式
に
お
い
て
、
租

税
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
児

童
生
徒
に
対
す
る
租
税
教
育
の
推
進
や

基
盤
整
備
な
ど
に
特
に
功
績
の
あ
っ
た

学
校
と
し
て
、
国
税
局
が
実
施
す
る
特

別
な
表
彰
制
度
に
よ
り
、
佐
呂
間
小
学

校
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

佐呂間町青色申告会長賞

金賞　浜佐呂間小学校６年生　室　井　にいな　さん

銀賞　佐呂間小学校２年生　　本　間　賢　士　さん

銅賞　浜佐呂間小学校５年生　部　田　滉　貴　さん

銅賞　佐呂間小学校４年生　　鴨志田　瑞　穂　さん

佐呂間漁業協同組合青色申告会長賞

金賞　佐呂間小学校６年生　　中　谷　有　希　さん

銀賞　佐呂間小学校６年生　　河　端　実　紅　さん

銅賞　佐呂間小学校６年生　　井　田　雄　二　さん

銅賞　佐呂間小学校３年生　　大　越　彩　加　さん

佐呂間町農業青色申告会長賞

金賞　佐呂間小学校４年生　　海　辺　菜々美  さん

銀賞　佐呂間小学校３年生　　郡　山　瑠　杏  さん

銅賞　佐呂間小学校５年生　　榎　本　千　織　さん

銅賞　佐呂間小学校５年生　　西　村　くるみ　さん

平成２０年度「税の作文」受賞者

北海道知事賞

佐呂間中学校２年生　　堀　　　いずみ　さん

北見税務署長賞

佐呂間中学校２年生　　馬　場　早　希　さん

佐呂間町教育委員会教育長賞

金賞　佐呂間小学校６年生　　垂　水　智　哉　さん

銀賞　佐呂間小学校６年生　　早　坂　将　太　さん

銅賞　佐呂間小学校２年生　　斎　藤　千　聖　さん

銅賞　浜佐呂間小学校４年生　齊　藤　三　佳　さん

（社）北見地方法人会佐呂間支部長賞

金賞　佐呂間小学校４年生　　本　田　魁　輝　さん

銀賞　浜佐呂間小学校６年生　狩　野　帆乃香　さん

銅賞　佐呂間小学校６年生　　細　谷　愛　美　さん

銅賞　佐呂間小学校６年生　　十　亀　航　大　さん

ともだちと　いっぱいはなすと　たのしいよ

若佐小学校１年生　　太　田　紫　苑　さん

あいさつは　いつでもどこでも　はっきりと

若佐小学校１年生　　柏　尾　奎　汰　さん

えがおで　あいさつ　元気な子

若佐小学校２年生　　髙　瀬　大　知　さん

　法務省の主唱による「社会を明るくする運

動」の一環として、町内の児童・生徒を対象

に行われました標語の募集に多くのご応募並

びにご協力をいただき、大変ありがとうござ

いました。

　応募数 104 点の中から審査した結果、次の

9作品が入選いたしましたのでご紹介いたし

ます。

あいさつは　君が明るく　なる言葉

若佐小学校３年生　　山　前　　翔　　さん

ありがとう　その一言で　友情アップ

若佐小学校４年生　　佐　伯　李　花　さん

あいさつは　心をつなげる　第一歩

若佐小学校５年生　　鎌　野　稜　子　さん

社会はね　みんなで協力　明るい未来

佐呂間小学校５年生　高　橋　亜寿伽　さん

あいさつで　笑顔になれる　いい社会

若佐小学校６年生　　小　西　穂乃果　さん

あいさつは　心の絆　結ぶもの

佐呂間小学校６年生　南　條　聡仁巳　さん

第 58回
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　冬の全国交通安全運動期間中（11/12

～ 11/21）の 13 日、　サッカー少年

団の子どもたちが、古くなった交通安

全旗の取り替えを行ってくれました。

本格的な冬を控え、雪の降り始めにス

リップ事故などの発生が多くなること

から、スピードの出し過ぎなどに十分

注意してもらおうと、総合グラウンド

の前の安全旗を１枚１枚新しい旗に交

換してくれました。

　また、同日、西富交通検問所前で役

場職員による交通安全街頭啓発も実施

され、スピードダウンやシートベルト

着用を呼びかけました。

　

本
町
で
は
、
昭
和
56
年
に
計
画

期
間
を
10
年
間
と
し
た
『
第
１
期

佐
呂
間
町
総
合
計
画
』
を
策
定
以

降
、
い
ず
れ
も
10
年
を
一
区
切
り

と
す
る
第
２
期
・
第
３
期
総
合
計

画
を
順
次
策
定
し
て
き
ま
し
た
。

川
根
町
長
か
ら
関
東
会
長
へ
諮

問
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　佐呂間町スポーツ少年団本部の主催によ

るスポーツ交流会が開催されました。この

交流会は、町内の小中学生がスポーツ少年

団への加入、未加入を問わず、スポーツを

通じた交流を行い、楽しさや仲間意識を見

出し、地域における少年スポーツの普及を

図ることを目的に開催され、当日は、佐呂

間小学校、浜佐呂間小学校の児童 57 名が

参加。学年混合の編成による８チームに分

かれ、「おおなわとび」など５種類のゲー

ムにチャレンジ。高学年の児童がリーダー

としてチームを引っ張り、低学年の児童た

ちもお兄さんお姉さんに混じりみんなで

ゲームを楽しみました。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
を

▼
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

11/15

　佐呂間保育所の園児たちが保育所の近くを流れる

佐呂間別川河川敷でニジマスの稚魚を放流しまし

た。この取り組みは、佐呂間別川の河川改修工事を

請け負う管野・丸太経常建設共同企業体（ＪＶ）が

主催したもので、多くの魚がすめる川にしたいとの

目的で実施されたもの。この日、用意された稚魚は

３千匹ほど。小雨交じりの中、園児たちは防寒着を

身にまとい「お魚さん元気でね」などと声をかけな

がら稚魚を川に放しました。

多
く
の
魚
が
す
め
る
川
に

▼
佐
呂
間
保
育
所
稚
魚
放
流

11/17

初
冬
期
の
交
通
事
故
防
止
へ

▼
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
交
通
安
全
旗
取
り
替
え

11/13

　

11
月
５
日
に
「
第
１
回
佐

呂
間
町
総
合
計
画
策
定
審
議

会
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の

各
団
体
か
ら
推
薦
い
た
だ
い

た
24
名
と
一
般
公
募
に
よ
り

応
募
い
た
だ
い
た
11
名
の
計

35
名
の
方
々
へ
、
町
長
か
ら

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
会
長
に
関

東
俊
彦
さ
ん
、
副
会
長
に
船

木
耕
二
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、

審
議
会
部
会
の
設
置
や
今
後

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

関　

東　

俊　

彦

船　

木　

耕　

二

井　

上　

孝　

一

為　

広　

裕　

司

宇
佐
美　

不
二
夫

八　

島　
　

寛

小　

池　
　

榮

増　

子　

政　

信

室　

井　

久　

志

今　
　
　

眞
智
子

尾　

　
　

実

川　

上　

邦　

夫

長
谷
部　

泰　

裕

渡　

部　

和　

子

浜　

野　
　

徹

船　

木　

満　

寛

渡　

辺　

幸　

栄

北　

原　

弘　

司

会　

長

副
会
長

委　

員

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

髙　

橋　

光　

貴

齊　

藤　

登
久
代

吉　

野　

厚　

志

坂　

本　

竣　

一

佐　

藤　

充　

男

安　

齊　
　

忠

鈴　

木　

浩　

子

田　

宮　

京　

子

佐　

伯　

育　

子

面　
　
　

ひ
と
み

岸　

本　

伸　

治

清　

水　

律　

子

杉　

本　

武　

雄

中　

村　

嘉　

宏

谷　

川　

哲　

也

村　

岡　
　

忠

柴　

田　

恭　

宏

（
敬
称
略
）

委　

員

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

総
合
計
画
は
、
町
の
目
指
す
べ

き
方
向
性
と
将
来
像
を
示
す
羅
針

盤
の
役
割
を
果
た
し
、
住
民
の
皆

さ
ん
と
共
に
考
え
、
策
定
し
て
い

く
も
の
で
あ
り
、
こ
の
計
画
に
基

づ
き
「
ま
ち
づ
く
り
」
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
進
行
中
の
『
第
３
期
佐
呂

間
町
総
合
計
画
』
は
、
平
成
22
年

度
を
も
っ
て
計
画
期
間
が
満
了
と

な
る
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
積
み
重

ね
て
き
た
３
期
の
計
画
を
活
か
し
、

か
つ
、
本
町
を
取
り
巻
く
社
会
環

境
や
経
済
情
勢
を
考
慮
し
な
が
ら
、

長
期
的
展
望
に
立
っ
た
中
で
、
夢

と
希
望
の
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
す
た
め
、
平
成
23
年
度
を

初
年
度
と
し
、
平
成
32
年
度
ま
で

の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る『
第

４
期
佐
呂
間
町
総
合
計
画
』
を
策

定
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
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12
月
31
日
か
ら
１
月
５
日
ま
で
、

ご
み
収
集
及
び
知
来
ご
み
処
理
場
が

休
み
に
な
り
ま
す
。
年
末
年
始
は
、

ご
み
処
理
収
集
体
制
が
変
わ
る
と
こ

ろ
が
多
い
の
で
、
必
ず
ご
確
認
の
う

え
、
ご
み
を
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
１
月
の
リ
サ
イ
ク
ル
資
源

の
収
集
は
通
常
の
月
と
異
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
ま
た

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

燃やすごみ

佐呂間市街・西富・

北・東

燃やさないごみ

栄地区・若佐地区・

若里・富武士・若

佐市街

燃やすごみ

栄地区・若佐地区・

若里・富武士・若

佐市街

燃やさないごみ

仁倉・知来・浜佐

呂間・幌岩・浪速

その他プラ類

上地区

燃やすごみ

仁倉・知来・浜佐

呂間・幌岩・浪速

その他プラ類

中地区

燃やさないごみ

佐呂間市街・西富・

北・東

その他プラ類

下地区

燃やすごみ

佐呂間市街・西富・

北・東・若佐市街

燃やすごみ

佐呂間市街・西富・北・東・栄地区・

若佐地区・若里・富武士

燃やすごみ

仁倉・知来・浜佐

呂間・幌岩・浪速

町民課 生活環境係 ℡２・１２１３

■ 年末のごみ収集

　

国
保
の
加
入
者
の
資
格
は
、
職
場
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
や
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

を
除
い
て
、
そ
の
市
町
村
に
住
所
が
あ
る
方
は
、
そ

の
市
町
村
の
国
保
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。（
学
生
な
ど
特
別
な
場
合
は
除
き
ま
す
。）

　

就
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

や
、
退
職
し
た
場
合
な
ど
、
国
保
の
資
格
に
異
動
が

生
じ
た
と
き
は
、
14
日
以
内
に
届
出
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

特
に
12
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
は
、
土
木
、
建
設

関
連
の
事
業
所
を
退
職
さ
れ
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し

ゃ
る
時
期
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
出
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

■
国
保
に
加
入
す
る
と
き

①
転
入
し
た
と
き
（
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

　

い
な
い
場
合
）

②
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

③
職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
と

　

き
④
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

⑤
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

■
国
保
を
や
め
る
と
き

①
他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
き

②
職
場
の
健
康
保
険
等
へ
加
入
し
た
と
き

③
職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き

④
国
保
の
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き

⑤
生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

保
健
福
祉
課 

医
療
保
険
係 

℡
２
・
１
２
１
２

国
民
健
康
保
険
の
加
入
と
喪
失
の

届
出
を
お
忘
れ
な
く
！

・  役場庁舎 /支所 / 出張所

　12月 31日～１月５日

・  町民センター

　12月 29日～１月５日

・  図書館

　12月 29日～１月５日

・  体育館

　12月 29日～１月５日

・  老人福祉センター

　12月 31日～１月５日

・  屋内ゲートボール場

　12月 29日～１月５日

・  武道館・温水プール

　12月 30日～１月６日

・  町営スキー場

　12月 31日～１月１日

・  佐呂間コミセン / 栄地域交

　流センター / 若佐コミセン

　/浜佐呂間活性化センター

　12月 30日～１月５日

・  若佐歯科診療所

　12月 27日～１月４日

・  児童館

　12月 30日～１月５日

・  在宅介護支援センター

　12月 31日～１月５日

・  佐呂間保育所 /若佐保育所 /　

　浜佐呂間保育所

　12月 31日～１月５日

・  地場産品開発研究センター

　12月 29日～１月５日

・  町営バス

　12月 31日（第５便のみ運休）

　１月１日、２日（全便運休）

　１月３日（第１便・第５便運休）

灯
油
な
ど
の
購
入
費
を

助
成
し
ま
す

　

昨
年
来
の
灯
油
価
格
の
高
騰
に
と
も

な
う
臨
時
的
な
対
策
と
し
て
、
高
齢
者

世
帯
、
重
度
心
身
障
害
者
世
帯
、
ひ
と

り
親
世
帯
な
ど
に
対
し
て
、
冬
期
間
の

生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
灯
油

な
ど
の
購
入
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

次
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
世
帯
の

方
は
申
請
期
限
内
に
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

収
入
の
少
な
い
高
齢
者
・
重
度

障
害
・
ひ
と
り
親
世
帯
の
方
へ

保健福祉課 福祉係 ℡２・１２１２

■助成額

　一世帯あたり、１０，０００円を支給します。

　（後日金融機関の口座へ振り込みます）

■申請期間

　平成 20年 12月８日（月）から

　平成 21年１月 30日（金）まで

※土日及び 12月 31日～１月５日を除きます。

■申請場所

　役場保健福祉課福祉係・役場若佐支所・役場浜

　佐呂間出張所

■申請に必要なものなど

・印鑑

・振込先の金融機関口座番号

■対象世帯

　平成 20 年度分の町民税非課税世帯で、支給決

定日現在、佐呂間町の区域内に住所を有し、次の

①～⑤のいずれかに該当する世帯。

　ただし、生活保護世帯、社会福祉施設入所世帯、

３か月以上の長期入院世帯、冬期間町外に滞在し

ている世帯は除かれます。

※申請可能な世帯には個別に通知しますが、支給

　要件に該当するにもかかわらず申請書類が送付

　されない方、またはご不明な点がある方は保健

　福祉課福祉係までご連絡ください。

　申請後、生活実態等の調査により、支給になら

　ない場合もありますのでご了承願います。

① 65 歳以上の単身世帯および高齢者夫婦世帯

② 65 歳以上の高齢者を含む世帯

③ひとり親世帯であって、18 歳未満の児童を扶

　養または監護している世帯

　（20 歳未満の学生を含む）

④１・２級の身体障害者が世帯主または同居す

　る世帯

⑤療育手帳がＡランクの知的障害者が世帯主ま

　たは同居する世帯
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初
冬
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
は
降
雪

に
伴
い
除
雪
作
業
が
本
格
的
に
行
わ

れ
る
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
す
。
降
雪

時
に
は
、
一
刻
も
早
く
地
域
の
交
通

を
確
保
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
車
両

の
中
で
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
が
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
重
要
と
な

り
ま
す
。
地
域
の
交
通
を
早
期
に
回

復
す
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

路
上
駐
車
は
し
な
い

◆
放
置
車
両
が
あ
る
と
、
そ
の
箇
所
の
除
雪
が
で
き
な

　

く
な
り
、
交
通
渋
滞
や
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

佐呂間市街地区については、

サロマ別川の河川工事のため

に雪捨て場が変わりました。

雪捨て場のご案内
　ご自宅の排雪に利用していただくため、町内各地での主な雪

捨て場を指定しましたので、排雪時にご利用ください。なお、

排雪時には、ごみ等の混入がないように注意してください。

路
上
や
歩
道
に
物
を
放
置
し
な
い

◆
雪
の
下
に
埋
ま
り
、
見
え
な
く
な
る
と
事
故
の
原
因

　

に
な
り
ま
す
。

◆
歩
道
は
、
み
ん
な
が
利
用
す
る
道
路
で
す
。

歩
道
・
車
道
に
雪
を
出
さ
な
い

◆
「
わ
だ
ち
」
が
で
き
て
交
通
の
障
害
や
事
故
の
原
因

　

に
な
り
ま
す
。

玄
関
前
の
雪
は
各
家
庭
で

◆
道
路
へ
出
る
ま
で
の
間
口
の
確
保
は
、
各
家
庭
で
お

　

願
い
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
の

あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の

人
が
加
入
し
、
基
礎
年
金
の
給
付
に
必

要
な
費
用
を
公
平
に
負
担
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
あ
な
た
が
国
民
年
金
の
保
険

料
を
未
納
に
し
て
い
た
場
合
、
将
来
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
る
年
齢
に

な
っ
た
と
し
て
も
、
ま
っ
た
く
年
金
を

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
ら
れ

た
と
し
て
も
未
納
の
期
間
に
応
じ
て
受

給
額
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
以
外
に
も
国

町
民
課 

戸
籍
年
金
係 

℡
２
・
１
２
１
３

国
民
年
金
保
険
料
は
毎
月

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

民
年
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
年
金
と
し
て

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
年
金
を
受

給
す
る
た
め
に
も
年
金
保
険
料
の
納
付

に
関
す
る
要
件
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
保

険
料
を
未
納
に
し
て
い
る
と
病
気
や
ケ

ガ
な
ど
に
よ
り
障
害
の
状
態
と
な
っ
た

と
き
や
、
一
家
の
働
き
手
が
不
幸
に
し

て
亡
く
な
っ
た
場
合
な
ど
の
皆
さ
ん
の

生
活
が
脅
か
さ
れ
る
万
が
一
の
事
態
が

発
生
し
た
と
き
に
、
こ
れ
ら
の
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

毎
月
き
ち
ん
と
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
ま
し
ょ
う
。

（
65
歳
以
上
）

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
人
で
も
、
65
歳
以
上
で
身
体

障
害
者
等
の
基
準
と
同
程
度
の
障
害
に

あ
る
人
は
所
得
税
お
よ
び
町
道
民
税
に

お
け
る
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
の
交
付
を
受
け
た
人
は

所
得
税
・
町
道
民
税
の
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

保
健
福
祉
課 

福
祉
係 

℡
２
・
１
２
１
２

●
緊
急
保
証
の
対
象
業
種
を　

　

６
１
８
業
種
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　

対
象
業
種
の
方
は
、
一
般
保
証

８
千
万
円
に
加
え
て
、
別
枠
で

８
千
万
円
（
担
保
が
あ
る
方
は
、

一
般
保
証
２
億
円
に
加
え
て
、
別

枠
で
２
億
円
）
ま
で
の
保
証
を
利

用
で
き
ま
す
。

　

対
象
業
種
に
つ
い
て
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

chusho.m
eti.go.jp

）
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
は
、

　

業
種
を
問
わ
ず
利
用
可
能
で
す
。

　

全
業
種
の
方
が
、
４
億
８
千
万

円
（

中

小

企

業

の

方

）、

４
千
８
百
万
円
（
小
規
模
企
業
の

方
）
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
北
海
道
経
済
産
業
局
産
業
部
中

　

小
企
業
課

　

℡
０
１
１
・
７
０
９
・
１
７
８
３

　

http://w
w
w
.hkd.m

eti.go.jp/

　

index.htm

・
佐
呂
間
町
商
工
会

　

℡
２
・
３
４
４
８

中
小
・
小
規
模
企
業
を

全
力
を
あ
げ
て
応
援
し

ま
す

　日本政策金融公庫農林水産事業は、引き続き、農林

漁業や食品産業を営む方に、長期・低利資金を融資す

る政策金融機関として、経営改善を支援していきます。

■日本政策金融公庫 北見支店 農林水産事業

　北見市幸町 1丁目 2番 22号　℡ 0120・926474

　農林漁業金融公庫は、国民生活金融公庫・中小
企業金融公庫との統合により日本政策金融公庫農
林水産事業として新たなスタートを切りました。

で
き
ま
す
。
認
知
症
が
中
程
度
以
上
の

人
や
準
寝
た
き
り
以
上
の
状
態
に
あ
る

人
な
ど
が
障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
控
除
を
受
け
る
に
は
、「
障
害
者

に
準
ず
る
者
」
の
認
定
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
保
健
福
祉
課
福
祉

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持

　

ち
の
人
は
、
こ
の
認
定
書
の
申
請
は

　

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
般
住
民
を
対
象
と
し
た
「
障
が

い
者
を
理
解
す
る
た
め
の
勉
強
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
障
が
い
と
は
？
」「
障
が
い
の
あ

る
方
と
街
で
出
会
っ
た
ら
、
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
？
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

障
が
い
者
が
地
域
の
中
で
共
生
で
き

る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
、
勉

強
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
希
望
の

方
は
、
12
月
18
日
（
木
）
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
障
が
い
者
を
理
解
す
る

た
め
の
勉
強
会
」

※
バ
ス
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

　
（
佐
呂
間
町
役
場
前
12
時
出
発
）

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

12
月
20
日
（
土
）

　

13
時
〜
15
時

■
場
所　

遠
軽
町
保
健
福
祉
総
合　

セ
ン
タ
ー
「
げ
ん
き
21
」

■
お
問
い
合
わ
せ
（
主
催
者
）

　

向
陽
園
（
遠
軽
町
生
田
原
安
国
）

　

℡
０
１
５
８
・
46
・
２
５
２
５

　
（
松
尾
・
大
杉
）

■
参
加
申
し
込
み

　

役
場 

保
健
福
祉
課
福
祉
係

　

℡
２
・
１
２
１
２

　固定資産税は、毎年１月１日現在に土地、家屋、償

却資産を所有している方に課税される町税です。家屋

( 住宅・倉庫等の建物 ) に異動（新築・売買・贈与・相続・

取り壊し等）があっても、届出がなければ固定資産課

税台帳を更新することができず、そのまま元の所有者

に課税されたり、課税漏れの原因となります。

　家屋に異動があった時には、早めに企画財政課資産

税係まで届出をしてください。

企画財政課 資産税係 ℡２・１２１４

家屋に異動があった時は届け出を忘
れずに
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佐
呂
間
町
は
寒
さ
が
大
変
厳
し
く
、
12

月
か
ら
３
月
に
か
け
て
水
道
凍
結
が
多
く

な
り
ま
す
。
水
道
が
凍
結
す
る
と
、
水
が

使
え
な
く
な
り
生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
冬
期
間
に
家
を
留

守
に
す
る
際
、
ま
た
は
水
道
凍
結
の
恐
れ

が
あ
る
場
合
は
、
水
を
落
と
す
習
慣
を
つ

け
、
凍
結
を
防
ぐ
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

水
道
の
落
と
し
方

①
水
抜
き
方
法

　

給
水
栓
Ａ
と
Ｂ
の
バ
ル
ブ
を
開
放
し

　

な
が
ら
水
抜
き
栓
の
ハ
ン
ド
ル
を「
閉

　

め
る
」
の
方
向
に
閉
め
る
。

②
水
抜
き
の
確
認

　

水
抜
の
操
作
の
す
ぐ
後
に
給
水
栓
Ｂ

　

に
指
先
を
あ
て
、
空
気
を
吸
っ
て
い

　

る
状
態
が
よ
い
。

③
凍
結
防
止

　

換
気
口
を
完
全
に
閉
じ
、
床
下
に
冷

　

た
い
空
気
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

水
道
が
凍
っ
て
出
な
い
と
き

①
給
水
栓
Ａ
に
タ
オ
ル
を
巻
き
、
そ
の

　

上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
、
次
に
熱

　

湯
を
か
け
る
。
特
に
床
下
の
立
上
り

　

管
に
も
か
け
る
。（
ド
ラ
イ
ヤ
ー
で
も

　

効
果
的
で
す
。）

②
水
抜
き
栓
の
ハ
ン
ド
ル
が
固
い
と
き

　

は
①
と
同
じ
方
法
で
水
抜
栓
に
も
湯

　

を
か
け
る
。

ト
イ
レ
（
ロ
ー
タ
ン
ク
）
の
水
抜

き
方
法

①
ト
イ
レ
の
水
抜
き
栓
Ｃ
を
「
閉
め
る
」

　

の
方
向
に
閉
め
る
。

②
ロ
ー
タ
ン
ク
レ
バ
ー
Ｄ
を
水
抜
き
に

　

回
し
（
な
い
と
き
は
大
便
を
流
す
操

　

作
を
２
〜
３
回
行
う
）
タ
ン
ク
内
の

　

水
を
抜
く
。

③
便
器
内
の
ト
ラ
ッ
プ
が
凍
結
し
な
い

　

よ
う
に
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
で
保

　

温
す
る
。

凍
結
が
直
ら
な
い
と
き
に
は

　

町
内
の
給
水
装
置
工
事
指
定
業
者
に

直
接
、
修
理
依
頼
の
連
絡
を
し
て
く
だ

さ
い
。

三
協
工
業
㈱　

℡
２
・
３
８
２
１

　

谷
口
住
設　

℡
２
・
２
１
９
６

垂
水
設
備　
　

℡
２
・
２
２
８
７

　

ユ
モ
ト　
　

℡
２
・
３
６
４
３

山
内
住
設　
　

℡
２
・
８
６
４
４

　

11
月
18
日
現
在
の
町
営
住
宅
の

空
家
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

入
居
申
込
み
、
家
賃
・
敷
金
、
入

居
資
格
等
に
つ
い
て
は
、
建
設
課

管
理
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
緑
園
団
地

　

１
階
２
Ｄ
Ｋ　

２
戸

４
、８
０
０
円
〜　

※

■
若
佐
団
地

　

１
階
２
Ｄ
Ｋ　

１
戸

５
、２
０
０
円
〜　

※

■
若
佐
第
２
団
地

　

２
階
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

１
５
、７
０
０
円
〜　
　

■
若
里
団
地

　

１
階
３
Ｄ
Ｋ　

 

１
戸

９
、２
０
０
円
〜　

※

■
浜
佐
呂
間
第
２
団
地

　

１
階
３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

６
、６
０
０
円
〜　

※

■
栄
団
地

　

２
階
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

１
５
、３
０
０
円
〜　

※

※
印
は
、
60
歳
未
満
で
も
単
身
入
居
が
可

能
な
住
宅
で
す
。

町
営
住
宅
空
家
状
況

建
設
課 

管
理
係

℡
２
・
１
２
１
０

　

社
会
保
険
庁
が
実
施
し
て
い
る
国
民

年
金
保
険
料
の
収
納
業
務
の
う
ち
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
の
案
内
と
納
付

の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
の
収
納
業
務
、

未
納
と
な
っ
て
い
る
方
に
対
す
る
納
付

督
励
と
保
険
料
の
収
納
業
務
が
民
間
業

者
に
10
月
１
日
か
ら
委
託
さ
れ
ま
し
た
。

■
実
施
期
間

　

平
成
20
年
10
月
１
日
か
ら

　

平
成
22
年
９
月
30
日
ま
で

■
委
託
事
業
者

　

㈱
オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

■
注
意
点

　

民
間
事
業
者
の
担
当
者
が
保
険
料
を

お
預
か
り
し
て
保
険
料
を
収
納
す
る
場

合
に
は
、
必
ず
お
客
様
が
保
険
料
の
納

付
書
を
お
持
ち
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
社
会
保
険
庁
が
発
行
し
た
保
険

料
の
納
付
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
か
ら
、

民
間
事
業
者
の
担
当
者
が
現
金
を
お
預

か
り
し
て
、
領
収
書
を
発
行
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

民
間
事
業
者
に
提
供
す
る
個
人
情
報

は
、
納
付
督
励
を
行
う
う
え
で
必
要
と

な
る
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
者
情
報

に
限
定
し
て
お
り
、
さ
ら
に
取
扱
事
業

者
に
対
し
て
は
「
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
」
や
当
庁
独
自
の
取
扱
規

程
、
本
事
業
に
係
る
委
託
契
約
書
等
で
、

目
的
外
使
用
や
閲
覧
、
漏
洩
、
複
写
等

を
禁
じ
る
な
ど
厳
格
な
安
全
管
理
措
置

を
講
じ
て
い
ま
す
。

■
詳
細　

北
見
社
会
保
険
事
務
所

　

℡
０
１
５
７
・
25
・
９
６
３
５

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納

業
務
の
一
部
が
民
間
委
託

さ
れ
ま
し
た

　

北
海
道
で
は
、
道
民
の
皆
さ
ん

に
、
地
球
温
暖
化
の
現
状
や
そ
の

対
策
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
促

進
す
る
た
め
、
地
域
で
活
動
す
る

「
北
海
道
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
員
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員

は
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
北
海

道
知
事
の
委
嘱
を
受
け
、
町
内
会

や
会
社
、
各
種
団
体
か
ら
の
依
頼

に
よ
り
、
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
等
の

講
師
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
網
走
支
庁
管
内
の
推
進
員

〇
青
田
昌
秋
（
自
然
環
境
）

〇
辻
悦
郎
（
環
境
保
全
、
エ
ネ
ル

　

ギ
ー
、
森
林
、
自
然
環
境
、
異

　

常
気
象
）

〇
松
山
美
江
子
（
環
境
保
全
、
廃

　

棄
物
、  

消
費
者
保
護
（
環
境
問

　

題
））

〇
秋
山
恵
美
子
（
環
境
保
全
、
自

　

然
環
境
）

■
経
費
負
担

　

管
内
で
の
活
動
の
場
合
、
講
師

　

謝
金
、
旅
費
に
つ
い
て
は
、
北

　

海
道
が
負
担
し
ま
す
。

■
派
遣
申
請
の
問
合
せ
先

　

網
走
支
庁
地
域
振
興
部
環
境
生

　

活
課　

主
査
（
地
域
環
境
）
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５
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こんにゃく入りゼリー
事故に関する注意

ミニカップタイプの

こんにゃくゼリーは

子どもやお年寄りに

絶対食べさせないで！

■こんにゃくゼリーを食べて窒息死

　する事故が、特に子どもやお年寄

　りで起きています。

■子どもやお年寄りの周りにいる方

　は、特に注意してあげてください。

凍らせて食べないで！

■凍らせるとゼリーが固くなり、さ

　らにのどに詰まりやすくなります。

内閣府国民生活局

オホーツク各種シンボ
ルを活用ください

■「つくつくオホーツクん」や「オ

　ホーツク・ロゴマーク」は、オホ

　ーツク地域（網走支庁管内）にお

　住まいの個人や企業、団体が無料

　で使用できるシンボルマークです。

■オホーツク地域にお住まいの個人

　の方が名刺、ホームページコンテ

　ンツに使用される場合は、手続き

　が必要ありませんので、お気軽に

　ご利用ください。

■オホーツク地域の企業、団体の方

　が使用される場合、使用した後に

　使用報告書を提出ください。

■詳しくは、次のＵＲＬをご覧くだ

　さい。

http:www.abashiri.pref.hokkaido.

lg.jp/ts/tss/oai_pr.htm

←つくつくオホーツクん

オホーツク・ロゴマーク→
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テ
レ
ビ
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

対
応
や
ア
ン
テ
ナ
交
換
な
ど
を
口

実
に
し
た
詐
欺
行
為
が
発
生
し
て

い
ま
す
の
で
、
身
に
覚
え
の
無
い

工
事
代
金
な
ど
の
請
求
に
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
　

 

え
ば
、
こ
の
よ
う
な
手
口
の

　
　

 

詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
や
テ
レ
ビ
局
の
名
前
で

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
切
り
替
え
助

成
金
」
が
支
給
さ
れ
る
の
で
、
手

数
料
の
支
払
い
を
す
る
よ
う
手
紙

が
届
い
た
。

詐
欺
行
為
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
「
テ
レ
ビ
局
職
員
」
や
「
地
上
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
受
信
対
策
員
」
を

名
乗
る
人
物
が
、
自
宅
に
訪
問
し

受
信
工
事
や
テ
レ
ビ
調
整
の
代
金

支
払
い
を
求
め
る
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対

応
で
、
総
務
省
や
テ
レ
ビ
局
及

び
関
係
機
関
が
お
金
を
請
求
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

こ
の
よ
う
な
請
求
を
受
け
た
時

は
、
す
ぐ
に
支
払
わ
ず
に
、
役

場
（
企
画
財
政
課
企
画
係
℡

２
・
１
２
１
４
）
や
最
寄
り
の
警

察
署
、
北
海
道
総
合
通
信
局
（
℡

０
１
１
・
７
０
９
・
２
３
１
１
）
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

佐
呂
間
中
継
局
・
知
来
中
継
局

は
、
平
成
21
年
３
月
末
ま
で
に

放
送
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

平
成
23
年
７
月
24
日
ま
で
に
、
現
在

放
送
さ
れ
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放

送
が
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

放
送
へ
全
面
移
行
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
佐
呂
間
町
で
は
町
内
３
か
所

の
中
継
局
を
順
次
改
修
し
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
対
応
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

地上デジタルテレビ放送は
いつから始まるの

　現在、『佐呂間中継局』と『知来中継局』のデジタル

改修を実施しており、5月号広報の中で放送開始時期に

ついて、今年の年末を予定しているとお知らせしたとこ

ろですが、平成 21年 3月末までに地上デジタル放送を

開始できるよう準備を進めています。

　また、『若佐中継局』については、平成 21年度に改修

予定で、放送開始時期については現時点では未定となっ

ておりますが、予定の段階からお知らせしていきます。

　地上デジタル放送を見る方法は、次の２通

りの方法があります。

　なお、地上デジタルテレビ放送はＵＨＦ波

で送信されるため、現在お使いのアンテナの

種類によっては受信できず、アンテナ交換が

必要となる場合がありますので、詳しくは電

器店にお問い合わせくださいますようお願い

いたします。

現在お使いのテレビにデジタルチュー

ナーかデジタルチューナー内蔵の録画

機器を接続し受信する。

現行
テレビ

地デジ
チューナー等

ＵＨＦアンテナ

地上デジタルチューナー内蔵のテレビ

で受信する。

地デジ放送
対応テレビ

ＵＨＦアンテナ

地上デジタル放送を
見るにはどうしたらいいの

　佐呂間町では、平成 20 年から 21 年にか

けてテレビ中継局のデジタル化対応を順次

実施しますが、アナログ放送が終了する平成

23 年 7 月までは、アナログ放送とデジタル

放送の両方を並行して放送するため、どちら

も視聴が可能です。

デジタル放送が始まると
アナログ放送は見れないの

　

筆
界
特
定
制
度
は
、
筆
界
特
定
登
記
官
が
、
土
地

の
所
有
権
の
登
記
名
義
人
等
の
申
請
に
よ
り
、
申
請

人
等
に
意
見
及
び
資
料
を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
た

う
え
、
外
部
専
門
家
で
あ
る
筆
界
調
査
委
員
の
意
見

を
踏
ま
え
て
、
筆
界
の
現
地
に
お
け
る
位
置
を
特
定

す
る
制
度
で
す
。

Ｑ
筆
界
と
は
何
で
す
か
？

　
「
筆
界
」
と
は
、
あ
る
土
地
が
登
記
さ
れ
た
時
に
、

そ
の
土
地
の
範
囲
を
区
画
す
る
も
の
と
し
て
定
め
ら

れ
た
線
で
あ
り
、
所
有
者
同
士
の
合
意
等
に
よ
っ
て

変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、「
境
界
」
は
、
所
有
権
の
範
囲

を
画
す
る
線
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
そ
の
場
合
に
は
筆
界
と
は
異
な
る
概
念
と
な
り

ま
す
。
筆
界
は
所
有
権
の
範
囲
と
一
致
す
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
一
致
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
筆
界
の
特
定
と
は
何
で
す
か
？

　

あ
る
土
地
が
登
記
さ
れ
た
時
に
、
そ
の
土
地
の
範

囲
を
区
画
す
る
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
線
（
筆
界
）

を
、
現
地
に
お
い
て
特
定
す
る
こ
と
で
す
。
新
た
に

筆
界
を
決
め
る
も
の
で
は
な
く
、
調
査
の
上
、
登
記

さ
れ
た
時
に
定
め
ら
れ
た
も
と
も
と
の
筆
界
を
、
筆

界
特
定
登
記
官
が
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

釧
路
地
方
法
務
局  

登
記
部
門

　

℡
０
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筆
界
特
定
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

お
隣
同
士
で
裁
判
を
し
な
く
て
よ
い
。

当
事
者
に
よ
る
資
料
収
集
の
負
担
軽
減
。

　

♪
き
た
か
ぜ
こ
ぞ
う
の　

か
ん
た
ろ
う　

こ

と
し
も　

ま
ち
ま
で
や
っ
て
き
た
…
♪

　

寒
い
寒
い
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

吐
く
息
も
白
く
な
り
、
子
ど
も
達
も
コ
ー
ト

に
帽
子
、
手
袋
と
冬
の
装
い
に
な
り
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
る
時
期
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
健
康
に
は
充
分
気
を
つ
け
て
、
元
気

に
２
０
０
８
年
を
締
め
く
く
り
た
い
で
す
ね
。

　

〝
あ
い
あ
い
〞
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
付

け
を
し
て
、
み
な
さ
ん
が
遊
び
に
来
て
く
れ
る

の
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

７
回
目
の
『
お
話　

あ
い
あ
い
』
は
、
大
西
栄
養
士

に
【
離
乳
食
に
つ
い
て
】
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

当
日
は
お
父
さ
ん
の
参
加
も
あ
り
、
18
組
の
親
子
が

セ
ン
タ
ー
に
足
を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
離

乳
食
を
始
め
る
、
２
・
３
ヶ
月
児
の
お
母
さ
ん
達
の
参

加
が
多
く
、
大
西
栄
養
士
の
話
や
既
に
離
乳
食
を
始
め

て
い
る
先
輩
お
母
さ
ん
か
ら
の
経
験
談
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

お
話　

あ
い
あ
い
終
了

〝
あ
い
あ
い
〞
で
は
、
年
齢
別
『
あ

そ
び
の
広
場
』
の
ほ
か
に
、『
自
由

開
放
日
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

開
放
中
は
お
子
さ
ん
の
年
齢
に

関
係
な
く
、
自
由
に
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
お
買
い
物
の
途
中
・

お
昼
寝
の
後
な
ど
、
お
子
さ
ん
の

ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

＊
木
曜
日　

10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

＊
月
・
火
・
金
曜
日

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

　

自
由
開
放
日
に
つ
い
て

お話を聞いているお母さん

みんな仲良し

　１２月３１日（水）～１月５日（月）まで、

支援センターはお休みです。

　来年は、１月６日（火）『あそびの広場』（２

歳児～クラス）から始まります。

　２００９年も、遊びの場や出会いの場・

話し合える場や相談の場として、“あいあ

い”をご利用ください。お待ちしています。

お休みのお知らせ
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�11 月１日、佐呂間町家庭教育推進会

議の主催により、講師にＪＡサロマ女

性部の皆さんを迎え、13 組の小学生の

親子が参加した食育講座「モーモー講

座／牛乳から何ができるかな」が開催

されました。

　今回の食育講座は、牧場見学と牛乳

を使用した調理実習を通して、親子が

協力して地域の食・いのちの大切さ、

家族のふれあいなどについて学ぶこと

を目的に行われました。

１
）
牧
場
見
学

　
　
　
　

   （
見
学
先
は
大
成
の
渡
部
牧
場
）

　

牧
場
に
向
か
う
バ
ス
の
中
で
は
、
牛
に

ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

牛
の
お
っ
ぱ
い
は
何
個
あ
る
の
？

　

牛
が
１
日
に
す
る
う
ん
こ
の
量
は
？

　

牛
の
角
は
オ
ス
・
メ
ス
ど
っ
ち
に
あ
る
？

　

親
子
は
真
剣
に
な
っ
て
ク
イ
ズ
の
答
え

を
考
え
、
牧
場
で
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
わ
か
り
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
　

 　

  （
答
え
は
後
ほ
ど･･･

。）

　
「
子
牛
と
し
て
生
ま
れ
、
出
産
を
繰
り

返
し
立
派
な
乳
牛
と
し
て
育
ち
、
乳
が
出

な
く
な
っ
た
ら
肉
牛
に
な
っ
て
人
の
口
の

中
に
入
る
。」
そ
う
い
っ
た
牛
の
一
生
と
命

を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
子
ど
も
達
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
女
性
部
の
皆
さ
ん

が
考
え
た
の
は
、「
紙
芝
居
」
で
し
た
。
13

枚
に
わ
た
る
手
作
り
紙
芝
居
を
プ
ロ
の
声

優
か
と
思
う
ほ
ど
の
読
み
聞
か
せ
で
、
子

ど
も
も
大
人
も
釘
付
け
で
し
た
。

　

牛
舎
の
中
で
は
、
実
際
に
牛
の
え
さ
や

り
を
見
学
し
、
搾
乳
は
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
手
に
と
っ
て

え
さ
の
匂
い
を
嗅
ぎ
、
牛
が
う
ん
こ
を
す

る
様
子
に
子
ど
も
達
も
興
味
深
々
で
し
た
。

達
の
で
き
る
こ
と
は
何
か
と
考
え
実
行
す

る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く
「
地

域
の
チ
カ
ラ
が
子
ど
も
を
育
て
る
」
こ
と

だ
と
実
感
し
た
１
日
で
し
た
。

　
「
自
分
達
が
や
っ
て
い
る
酪
農
業
を
佐
呂

間
に
住
む
子
ど
も
達
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
！
自
分
た
ち
が
飲
ん
で
い
る
牛
乳
が
ど

の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
る
の
か
知
っ
て
も

ら
い
た
い
ん
で
す
。」
と
女
性
部
代
表
の
渡

部
和
子
さ
ん
が
い
き
い
き
と
話
し
て
く
れ

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

１
人
で
食
べ
る
「
孤
食
」、食
事
を
抜
く
「
欠

食
」、
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
も
の
を
食
べ

る
「
個
食
」、
好
き
な
も
の
ば
か
り
食
べ
る

「
固
食
」
と
い
っ
た
問
題
（
弧
欠
個
固
＝
コ

ケ
ッ
コ
ッ
コ
と
読
め
る
こ
と
か
ら
「
ニ
ワ

ト
リ
症
候
群
」
と
呼
ば
れ
ま
す
）
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
問
題
が
子
ど
も
の
偏

食
を
助
長
さ
せ
、
栄
養
の
偏
り
か
ら
将
来

の
生
活
習
慣
病
の
増
加
を
も
た
ら
し
ま
す
。

ま
た
、
欠
食
に
よ
る
集
中
力
や
根
気
の
低

下
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に
よ
る

対
人
関
係
を
上
手
に
築
け
な
い
な
ど
の
問

題
も
生
じ
ま
す
。

　

子
ど
も
達
が
健
康
で
豊
か
な
人
間
性
を

育
み
、
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
た

め
に
は
、「
食
」
が
重
要
で
す
。
子
ど
も
の

２
）
調
理
実
習

　

牧
場
見
学
後
、
佐
呂
間
高
校
に
移
動
し

て
調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
達

は
牛
乳
と
塩
が
入
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

勢
い
よ
く
振
っ
て
バ
タ
ー
作
り
を
体
験
。

低
学
年
の
子
ど
も
を
高
学
年
の
子
ど
も
が

手
伝
う
な
ど
協
力
し
あ
う
姿
も
見
ら
れ
ま

１
）
子
ど
も
を
育
て

る
地
域
の
「
チ
カ
ラ
」

　

こ
の
講
座
を
主
催
し
た
家
庭
教
育
推
進

会
議
で
は
、「
子
ど
も
達
に
地
元
の
産
業
か

ら
食
の
す
ば
ら
し
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
」

と
い
う
想
い
か
ら
こ
の
講
座
を
企
画
し
ま

し
た
。
女
性
部
に
話
を
持
ち
か
け
た
と
こ

ろ
、
女
性
部
と
し
て
も
以
前
か
ら
「
地
域

の
た
め
に
何
か
し
た
い
」
と
思
わ
れ
て
い

た
そ
う
で
、
積
極
的
に
事
業
に
か
か
わ
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
サ
ロ
マ
で
も
「
食
育
に
つ

い
て
取
り
組
み
た
い
」
と
考
え
て
お
り
、

３
団
体
の
力
が
合
わ
さ
り
こ
の
企
画
が
進

ん
で
い
き
ま
し
た
。
佐
呂
間
の
子
ど
も
達

の
た
め
に
地
域
の
団
体
が
協
力
し
て
自
分

２
）
最
近
の
食
卓
事

情
か
ら
子
ど
も
の
成

長
を
考
え
る

　

最
近
の
子
ど
も
の
食
事
の
仕
方
に
は
、

家庭教育推進会議とは・・・
　佐呂間町における子どもに携わる団
体（子育て支援団体、ＰＴＡ、スポー
ツ少年団）や行政機関（教育委員会、
子育て支援センター、保健師）等が集
まり、子育てや家庭教育の推進を支援
することを目的に活動する組織です。
具体的には家庭教育に関する情報交換、
子育て講座などの企画運営等を行って
います。

し
た
。
親
達
は
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
を
手
作

り
し
、
佐
呂
間
産
の
具
材
で
ク
リ
ー
ム
シ

チ
ュ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　

作
り
た
て
の
バ
タ
ー
や
ほ
か
ほ
か
の
ク

リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
、
女
性
部
の
皆
さ
ん
の

手
作
り
ミ
ル
ク
ジ
ャ
ム
や
カ
ッ
テ
ー
ジ

チ
ー
ズ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
生
キ
ャ
ラ
メ
ル

な
ど
豪
華
な
食
卓
を
親
子
の
笑
顔
で
囲
み

ま
し
た
。

　
「
お
い
し
か
っ
た
!!
」

食
習
慣
の
形
成
は
、
親
の
役
割
が
大
き
く
、

調
理
・
食
事
・
片
付
け
と
い
っ
た
一
連
の

流
れ
を
子
ど
も
と
一
緒
に
行
っ
た
り
、
食

事
の
楽
し
さ
と
大
切
さ
を
伝
え
る
心
が
け

が
必
要
で
す
。

今回参加した保護者からは、「食の細い

子なのに、今日はおかわりしてびっく

り！自分達で作ったものをみんなで食べると

食が進むんですね。」、「バター作りを家でも

やってみようと思います。」、「酪農は佐呂間

町の素晴らしい産業、応援したい気持ちにな

りました。」という声も聞かれ、今回の食育

講座で佐呂間の基幹産業について親子で知る

機会になり、そして調理実習の内容が家庭で

も活かされそうです。

この講座を通して、食事を作ってくれる

こと、丹精込めて原材料を生産してく

れる人がいること、そして、生き物の命をい

ただいていることに「感謝」し、食事を共に

し「楽しい」と親子で感じることの大切さを

改めて地域の皆さんから教えていただきまし

た。今晩の夕食でほんの少しだけでもこの話

を思い出して食事をしていただけたらうれし

く思います。

お誕生おめでとうございます
10 月生まれの赤ちゃん
☆渡部　寧久（しずく）　ちゃん
　平成 20 年 10 月８日生まれ
　富丘　　渡部　洋・泉　さん

ご寄附ありがとうございます
■佐呂間町
▼福祉事業基金として
　永代町　　佐呂間医院
　　　　　　院長　今野　タイ　様
　宮城県仙台市　高橋　　篤　さん
▼奨学資金基金として
　埼玉県行田市　斉藤　健司　さん
■社会福祉協議会
▼香典返しを廃して
　西　富　　　　田　喜世光　さん
　栃　木　　田　中　信　夫　さん
　宮前町　　　　川　イトヱ　さん
　浜佐呂間　畑　中　和　枝　さん
▼離町に際して
　川　西　　山　下　文　惠　さん
　共　立　　武　田　正次郎　さん
▼福祉事業に対して
　東　　　　光明寺慶讃会　　　様
■佐呂間悠友クラブ
▼香典返しを廃して
　宮前町　　佐佐木　窈　子　さん
▼お礼として
　永代町　　山　口　光　子　さん
　旭川市　　武　田　　稔　　さん
■栃木老人クラブ
▼香典返しを廃して
　栃　木　　田　中　信　夫　さん

人のうごき　10 月末現在
人　口　６、１０５人（△９）
　男　　２、９１８人（△１）
　女　　３、１８７人（△８）
世帯数　２、４９９戸（△５）
（　）内は前月比です。

１２月は、町道民税【第４期】、
後期高齢者保険料【第５期】、
国民健康保険税・介護保険料【第
６期】、の納期です。

忘れずに !!
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水けが出てしまうので、調味料と材料
を和えるのは食べる直前にします。

佐呂間保育所ニジマス
稚魚放流の様子

　鶏ささ身は筋を取り、薄くそぎ切りに
してから酒、塩、片栗粉を全体にまぶし
てしっかりと揉み込んでしばらく置いて
おきます。

　みょうが、大根、きゅうりは細くせん
切りにしておきます。

　酢、しょうゆ、ラー油を合わせておき
ます。

　沸騰した湯に、①のささ身を入れて
しっかりと火を通します。中までしっか
りと火が通ったら、冷水にとり冷ましま
す。

※「baby face」では掲載するお子さんを募集しています。

掲載を希望される方は、誕生月の前月 10 日までに保

健福祉課保健師までご連絡ください。なお、希望者多

数の場合はこちらで抽選させていただきますことをご

了承ください。

　平成 20 年 12 月の乳幼児等の
定期予防接種の実施を次のとおり
変更しますので、実施時間をご確
認のうえ、接種希望医療機関にお
越しください。

１２月９日（火）
麻疹風疹混合・ＢＣＧ（乳幼児対象）
小田医院内：午前 10 時 45 分～ 11 時 30 分
麻疹風疹混合ワクチン
（3期：中 1年・4期：高校 3年のみ対象）
厚生病院内：午後 3時 30 分～ 4時 00 分
※要予約制です。3期及び 4期該当者で事前予
　約がない場合は受診できません。

　　　：接種項目数が複数の場合は、人数に応じて
ワクチンの種類ごとに接種を開始しますので、早く来
ていただいても待ち時間が長くなる場合がありますの
でご了承ください。

※「ＢＣＧ・３種混合接種（乳幼児対象）」は、12月

　2日に実施済みです。

　合わせておいた調味料に、④のささ身
を最初にからめてから、切り分けておい
た②の野菜を和えます。

■日時　12 月 21 日（日）午後 5時～
■場所　遠軽町総合体育館

遠軽自衛隊広報班　℡ 0158・42・5275


